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像、および挿絵サイクルについて考察した。：Bern, Burgerbibliothek, Cod. 318 (ca. 830)（ベルン本）
/ Brussels, Bibliothèque royale de Belgique, ms. 10066-77 (10c-11c) / Oxford, Bodleian Library, 
MS. Laud Misc. 247 (ca. 1110-1130). 考察を通じ、これらの写本の造形的特色や挿絵サイクルは単一
















































    
 
 第２章では、この問題提議に即して初期の挿絵入り『フィシオログス』写本である通称「ベルン本」（ベ
ルン、市立図書館、Cod.318）、「ブリュッセル本」（ブリュッセル、王立図書館、ms.10066-77）、「オック
スフォード本」（オックスフォード、ボードリアン図書館、MS.Laud Misc.247）を取り上げ、図像サイク
ルを比較・分析することによって、この３つの写本がそれぞれ異なる写本サイクルを手本として制作され
たことを指摘し、テキストに即した系譜が共通の源泉から派生してゆくのに対して、これらの初期の写本
サイクルは、すでに複数の図像源泉によって制作されていることを明らかにしている。 
 第３章ではさらに写本の構成を観察することで、『フィシログス』写本に新たなテキストが加えられ『ベ
スティアリウム』サイクルが生まれる際の、動物写本の性格の変化について考察を行っている。申請者は
そこに、１２世紀の頃に社会的な要請を反映した修道院の知的文化の変化を読み取っている。  
 第４章では、B－Isバージョンと呼ばれる『ベスティアリウム』写本の主要な系統に属する写本群を取り
上げ、同じグループ内における写本群の図像サイクルの比較を行っている。申請者はこの比較を通じて、
テキスト分析において同じグループにまとめられている写本群でも、図像サイクルに関しては異なる手
本に由来する異なる性格のものが混在していることを指摘し、図像分析を通じて、従来の系統樹とは異な
る系譜を提議している。 
 さらに第５章ではDCバージョンと呼ばれる『ベスティアリウム』写本の傍系に属する写本群に着目し、
中でも通称「ミルシュタット本」(クラーゲンフルト、ケルンテン古文書館6/19，１２ｃ)を取り上げて、
図像分析を行っている。この分析を通じて同写本の挿絵サイクルが、テキストからするなら全く異なる系
譜に属する「ベルン本」の図像伝統に属していることが明らかにされた。申請者はこれらの図像分析をも
とにして『フィシオログス』-『ベスティアリウム』写本群について、テキスト分析によるものとは異な
る系譜図を提案し、結論としている。 
 中世を通じて膨大な写本が制作された動物図像のサイクルを主題として、従来のテキスト分析によって
提示されていた系統樹とは異なる、美術史領域における独自の系譜を提示しえたことは、本論文の大きな
成果である。素材として取り上げられた写本群の整理と図像分析の洗練の点ではさらに一考の余地を残す
ものの、申請者の試みた基礎的な作業は、中世における古代図像の伝搬のひとつの重要な事例の提示とし
て、今後の研究にも大きな意味を持つと評価されよう。よって本論文は学位請求論文としての要件を満た
すものと認められる。 
 
 
 
 
 
 
